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お
知
ら
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当
初
予
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を

令
和
3
年
度

本
市
の
令
和
3
年
度
予
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
税
等

の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、
引
き
続

き
経
常
経
費
の
縮
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
再
点
検
を
行
い
、
さ
ら
な
る
予

算
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、「
行
財
政
3
カ
年
実
施
計
画

編
成
方
針
」
の
3
つ
の
柱
で
あ
る
「
住
ん
で

み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
ま
ち
づ
く
り
、「
行
っ
て
み
た
い
」
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
に
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
は
、
第
6
次
行
田
市
総
合
振

興
計
画
の
計
画
初
年
度
と
し
て
、
市
の
将
来

像
で
あ
る
「
い
に
し
え
と
未
来
を
紡
ぐ 

誇

れ
る
ま
ち 

ぎ
ょ
う
だ
」
の
実
現
に
向
け
、計

画
に
定
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
着
実
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

行財政3カ年実施計画編成方針
●「住んでみたい」まちづくりのための施策
 （充実の子育て支援、質の高い教育、魅力ある就労環境）
●「住んでよかった」まちづくりのための施策
 （寄り添う市民福祉、適切なインフラ整備、万全な危機管理）
●「行ってみたい」まちづくりのための施策
 （稼ぐ観光産業、賑わう都市拠点、攻めの農産業）

一般会計
歳入歳出

歳入の特徴

歳出の特徴
会計別の当初予算額

254億3,000万円
　一般会計の予算規模は、市税や各種の交付金について減収が見込まれることから、前年度から
11億9,000万円、4.5％減少の254億3,000万円となりました。

会　計　名 令和3年度 令和2年度 増　減　額 増減率
(%)

一 般 会 計 254億3,000万円 266億2,000万円 △11億9,000万円 △ 4.5

特
別
会
計

国 保 83億5,953万円 85億5,937万円 △1億9,984万円 △ 2.3

交 通 災 害 共 済 2,845万円 2,859万円 △14万円 △ 0.5

介 護 保 険 65億5,764万円 63億5,787万円 1億9,976万円 3.1

後 期 高 齢 者 医 療 10億741万円 9億9,756万円 985万円 1.0

小 計 159億5,302万円 159億4,338万円 964万円 0.1

公
営
企
業
会
計

水 道 29億3,819万円 26億2,187万円 3億1,632万円 12.1

公 共 下 水 道 31億2,379万円 31億9,663万円 △7,284万円 △ 2.3

小 計 60億6,198万円 58億1,850万円 2億4,348万円 4.2

合 計 474億4,500万円 483億8,188万円 △9億3,688万円 △ 1.9

※1万円未満を四捨五入しているため、小計、合計、増減額が合わないことがあります。

用語説明
●民生費…児童・高齢者・障害者福祉、生活保護などの経費
●教育費…学校教育、生涯学習などの経費
●総務費…庁舎管理、戸籍、徴税、選挙などの経費
●公債費…借入金（市債）の返済金と利子
●土木費…道路、河川、公園の整備などの経費
●衛生費…疾病予防、健康増進、ごみ処理などの経費
●消防費…消防活動、災害対策などの経費
●商工費…商工業振興、観光振興などの経費
●農業費…農業振興、生産基盤整備などの経費

● 市税…市民税、固定資産税などの税金
●国庫（県）支出金…国（県）からの負担金、補助金、委託金
● 地方交付税…市町村の財政力などに応じて国税の一部が
配分されるもの
●市債…市の借入金（借金）
● 地方消費税交付金…消費税と併せて徴収される地方消費
税のうち、一定割合が国から県を通じて配分されるもの
●繰越金…前年度からの繰越金
●繰入金…基金（積立金）の取り崩しなど

用語説明

歳 入
254億3,000万円

市税
97億9,289万円

38.5%

地方消費税交付金
14億5,000万円

5.7％

国庫支出金
40億2,722万円
15.8％

地方交付税
34億5,000万円
13.6%

県支出金
19億3,446万円

7.6%

市債
21億6,230万円

8.5％

繰入金
4億4,958万円
1.8％

諸収入
4億7,609万円
1.9％

繰越金
4億5,000万円
1.8％

その他
12億3,746万円

4.8％

歳 出
254億3,000万円

民生費
110億4,813万円

43.4％

教育費
28億7,860万円
11.3％

公債費
27億4,003万円
10.8％

土木費
23億6,337万円

9.3％

総務費
27億8,535万円
10.9％

衛生費
15億278万円
5.9％

消防費
10億1,169万円

4.0％

商工費
4億7,216万円
1.9％

農業費
3億3,348万円
1.3％

その他
2億9,441万円
1.2％

市税
　市税収入は、市民税において新型コロナウイルス感染症
の影響による個人所得、法人収益の減少を見込んだこと
や、固定資産税・都市計画税において、事業収入が減少し
た中小事業者などに対する軽減措置の影響を見込んだこ
となどから、前年度から6億3,771万円の減（△6.1％）と
なりました。

市債
　市債発行額は、本庁舎空調設備改修事業の終了などに
より総務債が減少したものの、普通交付税からの振替額の
増加により臨時財政対策債が増加したことから、前年度か
ら2億5,280万円増（＋13.2％）の21億6,230万円となりま
した。なお、借り入れに当たっては、合併特例債など交付税
措置のある有利なものを優先的に活用しています。

繰入金
　財源不足を補うための基金取り崩しについては、財
政調整基金から4億円（前年度から5,000万円の減。△
11.1％）を計上しました。

民生費
　生活保護扶助費や児童手当扶助費の減などにより、前
年度から1億6,306万円の減（△1.5％）となりました。

教育費
　小学校屋内運動場非構造部材等耐震改修事業の減や
産業文化会館空調設備更新工事の終了などにより、前年
度から1億9,469万円の減（△6.3％）となりました。

総務費
　本庁舎空調設備改修事業の終了や定年退職者の減少に
よる退職手当の減などにより、前年度から3億4,765万円
の減（△11.1％）となりました。

土木費
　西新町地区流域貯留浸透事業や水城公園東側園地再
整備事業の減などにより、前年度から3億798万円の減
（△11.5％）となりました。


